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・達成度評価シートによる達成度評価を学期ごとに計４回実施する。評価シートは「社会現象理解」「データ解析」

「制度設計」 「実験と提言」 「測定と評価」それぞれの能力と、 「資産・資源のデザイン」 「組織・行動のデザイ

ン」 「空間・環境のデザイン」の各分野の知識が履修によってバランス良く身についたかを評価するものとなっ

ている。この評価は毎回、指導教員と院生が面談し、シートの内容を確認する形で行われる。特に中間発表

会後に実施される4回目の評価では、AG教員から過去に受けた助言を研究に反映させているか、中間発表

の質疑応答においてAG教員との意見交換を行ったか、修士論文の完成に向け概ね順調に研究を進めてい

るか、についての評価が行われる。

・修士基礎演習、修士特別演習、修士特別研究は、1年次の研究計画発表会、2年次の中間発表会、最終審

査会の3つの段階で審査・評価を受ける。
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・学内外から優秀かつ多様な人材を受け入れるため、推薦入試、一般入試、及び、社会人特別選抜等、時期

および定員の異なる複数の入学試験を実施する。

・入試の種別に関わらず口述試験を必須とする。

・外国語の成績には英語能力検定試験（TOEIC, TOEFL等）のスコアを利用する。

・推薦入試では、成績が優秀で社会工学分野の研究に必要な能力が特に優れた者を選抜する。

・一般入試では、一定の基礎力及び研究能力を備えた人材を選抜する。

・社会人特別選抜では、基礎力及び研究能力に加え、社会人としての実績や経験を評価する。
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